
中部ブロック会議（令和４年８月２６日	 三重県：都ホテル四日市）	

	

参加者約１３０名を得て中部七県ブロック協議会第６６回定期大会（三重大会）を開

催。大会テーマは「コロナは専修学校各種学校を大きく変える」。	

開会式では、まず大川将寿三重県大会実行委員長から開会のことばが述べられた。実

施県を代表して、長谷川雅敏三重県会長が歓迎のことばを、中部七県ブロック協議会会

長の青池浩生中部七県ブロック協議会会長が主催者あいさつを述べた後、全専各連の八

文字典昭副会長のあいさつで高等教育の修学支援新制度や職業実践専門課程認定校へ

の特別交付税による地方財政措置、学校法人ガバナンス改革への対応にふれ、今後も全

専各連と都道府県協会が一体となって活動していくことを述べた。次いで、来賓祝辞を

赤池誠章内閣府副大臣参議院議員、服部浩愛知県副知事からいただき、閉会のことばを

衣斐信行三重県副会長が述べ開会式を終了。	

本会議では、令和３年度事業報告及び大会スローガンの提案説明が行われた後、文部

科学省の概要説明となり、舟木茂人専修学校教育振興室室長補佐が、令和４年度文科省

専修学校関係予算について中核的人材養成事業（ＤＸ人材養成プログラム）、質保証・

向上、リカレント教育推進事業など説明の後、新型コロナウイルス感染症への対応とし

て団体接種の促進、専修学校設置基準等の一部を改正する省令の説明や社会人のリカレ

ント教育の調査報告などについて触れた。次に全専各連事務局から全専各連の今年度の

運動方針を述べるとともに、職業実践専門課程の特別交付税による地方財政措置につい

て、各都道府県協会で積極的な活動を展開するよう要請した。学校法人制度改革に関す

る全専各連の活動について触れ、私立学校法改正のポイントや今後の見通し、教育未来

創造会議第一次提言について説明。最後にＴＣＥ財団が行う各種事業への積極的参画に

ついてのお願いをした。	

次に記念講演では、写真集「浅田家」「アルバムの力」を原案として『浅田家！』が

映画化されるなど、写真家として活動している浅田政志氏から「僕の人生を変えた家族

写真」と題して、現在の浅田氏の写真家活動の礎となる専門学校生時代のエピソードや

東日本大震災の写真洗浄ボランティアの活動を行った家族写真への想いなど語られた。	

その後分科会となり「教育ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）への対応とこ

れから」「外国人留学生の受け入れに向けて（現状と課題）」「リカレント教育の推進に

ついて（事例等）」と３つのテーマで検討、意見交換が行われた。閉会式では、大川三

重県大会実行委員長、伊達公則三重県理事の大会宣言の後、青池中部七県ブロック協議

会会長の主催者あいさつに続き、三重県から石川県への県旗引継ぎ、鍔一郎石川県会長

から次期開催県あいさつが行われ、衣斐三重県副会長の閉会のことばをもって会議を終

了した。その後、懇親会が開催され全日程を終了した。	

	

	



中部七県ブロック協議会第６６回定期大会	

－	大会宣言決議文	－	

第６６回の中部七県ブロック協議会定期大会は、「～コロナは専修学校各種

学校を大きく変える～」が大会テーマに掲げられ、本会議では、「With コロナ」、

「After コロナ」を見据え、今後もその社会的使命を担っていくことを参加会

員校の皆さまと確認することができました。	

	 その中で、専修学校・各種学校が直面している諸課題の解決と中長期的な施

策について、まずは、職業実践専門課程に始まり高等教育の負担軽減制度に繋

がる一連の流れや DX・AI 問題、外国人問題、リカレント教育等、今後の業界

の命運を握る新たな時代変化を確認し、我々に対する社会の期待の大きさとそ

れに応えるべき責任を明確にすることができました。	

	 我々には、長い歴史の中で培い、蓄えられてきた業界の大きな財産がありま

す。その財産を新たな時代へ投資し、有効に活用すれば、大きな社会貢献がな

されるだけでなく、会員校個々とそこに携わる多くの人々がより豊かになる時

代をむかえるはずです。	

そのために、本大会の成果と中教審の答申「2040 年に向けた高等教育のグラン

ドデザイン」を踏まえ、我々が時代の流れや社会のニーズを的確にとらえた舵

取りができるよう次の５項目を決議します。	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

１	 常に最先端の技術と時代対応力をもち、「超スマート社会（Society5.0）」

の実現に寄与できる人材を育成・支援できる教育機関となる。	

	

２	 世界一の長寿社会「人生 100 年時代」に対応するため、リカレント教育の

更なる充実を図る。	

	

３	 益々進展する「グローバル化」に対応すべく真の国際人を育成する。	

	

４	 少子高齢化・人口減少で変化する社会体制に対応するため、新しい教育シ

ステムの開発や新たな分野開拓に心血を注ぐ。	

	

５	 キャリア教育・職業教育の第一人者としての自覚と誇りを持ち、信頼のお

ける学校群として評価されるよう、情報公開と組織の健全化に努める。	

	

令和 4 年 8 月 26 日	

全国専修学校各種学校総連合会	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 中部七県ブロック協議会第６６回定期大会（三重大会）	


